
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































分かって、「The personal is political」という標語が
広がりました。
私たちも学問の世界で同じことをやってきまし
た。私たちの前に「婦人問題論」というものがす
でにありました。でも、「どうもこれって違うね。
私のやりたいことじゃないね」と思って、それで
作り出したのが女性学です。女性学が登場した時
には先輩の女の人たちから、「婦人問題論という
ものがあるのに、何でわざわざ新しいもんに飛び
ついて女性学なんて作るのか」と嫌な顔をされま
した。何が大きく違うかというと、女性学は「私」
から出発するということでした。女性学というの
は、自分を自分の研究対象にしてもいいという、
本当に眼からうろこの経験でした。同時代にリブ
のメッセージを受け止めて、大きな刺激と影響を
受けた女たちが女性学に参入していったというこ
とは、ちゃんと認識しておいてほしいです。
次に、痛恨の思いで思い返すのが、「フェミニ
ズムが変えられなかったこと」です。何人もの方
が指摘されましたけれど労働の岩盤規制、つまり
男の働き方を変えられず、女の働き方の条件がど
んどん悪くなっていきました。なぜ酒井さんのい
う「男尊女子」が減らないのかといえば、答えは
はっきりしています「男に取り入るとトク。自分
が努力するよりラク」という構造、つまり男が上
げ底になった構造が半世紀以上続いてきて、私た
ちはこれを変えられませんでした。それが現状に
おける日本の女性の地位の低さにつながっていま
す。女の人たちがこれだけいろんなことに声を上
げるようになったのに、日本社会の男の既得権構
造を変えられなかったことは痛恨の思いです。け
れど、それは、敵がそれだけ強大だったというこ
とです。
その次に、世代交代がうまく行ったかどうかと
いうことについて。私は以前リブの女の人たちに
世代交代を考えていますかと聞いたことがありま
す。その人たちは何て言ったかというと、「そん
なこと考えちゃいないわよ。私たちはいつでも現
在でいっぱいいっぱいだから。例えば自分が年を
取ればそのつど起きてくる現在の問題に一生懸命
取り組んでいるだけで、後から来る人たちはその
背を見て、学びたければ勝手に学べばいいのよ」
と言い放たれました。それも一つの態度だと思い 
ます。
でも私たちは研究者です。研究者というのは同
時に教育者でもあります。今日は 20代の参加が大
変多いと聞きました。立教の女子学生が沢山参加
してくださったと聞いておりますけれども、やっ
ぱり次世代に私たちのメッセージを伝えたいと
思って、WANを作りました。その際の反省は、伝
えるやり方、つまり芸が足りなかったということ
です。学問の言葉しかなかった。今日の私のこの
バーチャル背景は友だちのデザイナーが作ってく
れた千社札ですけれど、こういうデザインセンス
のある女性とか、それからマンガを描ける女性と
か、イラストを描ける女性とか、歌って踊ってが
30 ｜ 立教大学ジェンダーフォーラム年報 第22号（2020）
できる女性とか、そういう人たちがもっとフェミ
ニズムのメッセージを送り出す担い手になってく
れていたら、伝わり方も違ったかもしれません。
そういう人たちはこれまでもいたと思うし、これ
からどんどん出てくると思うけれど、担い手の裾
野がどんどん広くなっていけば、ありとあらゆる
ところで、いろんなメッセージの出し方が出てく
ると思う。そうなれば、フェミニズムというのは
小難しくて面白くないとは言わせない、言われな
くなるだろうと思います。
最後に、「フェミニズムがこれから変えること」
について。私がもう変わったと感じる大きな希望
は、若い女性が変わったということです。どう変
わったかといえば、ガマンしない娘たちが育った
ということです。20代の女の子を見ていると、男
が女よりも優れているなんて思う女は、はっきり
言ってゼロです。ものすごく自然な平等感覚を
持った、そういう女の子たちがこの男が上げ底構
造の性差別社会の中に入って行くのはきつかろう
なと、美津さんが言うのもよく分かる。このガマ
ンしない娘たち、こんなことあっていいわけがな
い、こんなセクハラをガマンする理由なんか何も
ない、お茶汲みを私がやらなきゃいけない理由な
んて何もないと思う娘たち、こういう娘たちがこ
れだけ大量に層として登場してきたのは、日本の
歴史のなかで大きな変化だと思います。それを育
てたのは母親世代の女たちです。この母親世代の
恨みつらみが、次の世代のガマンしない娘たちを
育てたのです。今日の参加者の中には、20代から
70代ぐらいまでとても幅がありますが、年長の女
たちも社会の変化に貢献をしていると思います。
美津さんが、「私以外ではありたくない。私以上
でもありたくない」と仰いました。どんな制約も
どんな不自由もガマンしたくない、私は私でいた
いという若い女性が育ってきました。けれども、
本当は「私以外でも私以上でもありたくない」の
は女に限らないと思います。男だって同じことを
思っていいんだよね。でも男は何でそういう声を
上げないんだろう、何で運動しないんだろうと、
私は不思議でしょうがない。「靖国の母・軍神の
妻」の隣には、死地に送られる男、そんなめに会
いたくない男たちがいるはずなんだから、男たち
も同じように声を上げても本当はいいはずだと思
います。
こうやって既に変わった女の人たちが、これか
ら自分のパートナーを選ぶんだし、そういう人た
ちがこれから社会や企業に入って行くんだし、そ
の人たちが男と社会を変えていってくれること
を、とても期待しています。小川さんは自分たち
の頭の上を飛び超えて、次の世代のガマンしない
娘たちに先に行ってほしいと仰いましたが、まだ
30代のあなたが言うには早すぎるよ。それは美津
さんとか私のような高齢者が「老兵は消え去るの
み」で、次の世代に託すことです。私たちの世代
がどういう責任を負っているかというと、若い人
たちに「こんな世の中に誰がした」と言われたら
「ごめんなさい」と言うしかありません。何もしな
かったわけじゃない。社会を変えたいとがんばっ
てきた。けれども非力で、ここまでしか変えられ
なかった。ここまでは変えたけれども、これ以上
は変えられない。まだまだ課題は残っています。
だとしたら、そこは私たちのメッセージが伝わる
ように伝えたい、いろんな芸を身に付けて、伝え
方も工夫したいと思うけれど、それをちゃんと受
け取って、あなたたちに、これから先の社会を変
えていってほしい、そして自分らしく生きていっ
てほしいと心から思います。今日の集まりがその
ためのものだったとしたら、とても嬉しいです。
以上です。ありがとうございました。
境：どうもありがとうございました。最後に閉
会のごあいさつを、実行委員のお 1人でWAN理事
の、星野智恵子さんにお願いいたします。
星野：本日は長時間のご視聴ありがとうございま
した。ここには今、600人からの方々が集まって
います。慣れないZoomでハラハラいたしました
けれども、リアルの会場なら、檀上の皆さまのお
顔はほんの豆粒ぐらいだったと思いますが、リ
モートのおかげで間近に拝見することができまし
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た。貴重なお話を聞かせてくださったスピーカー
の皆さま、本日は本当にありがとうございまし
た。そして、この集いを支えてくださったスタッ
フの皆さま、とりわけ立教大学ジェンダーフォー
ラムのスタッフの皆さまには、心からお礼を申し
上げたいと思います。
現在、WANサイトに今日の動画記録を掲載する
べく、関係者の皆さまと調整を進めております。
実現の時にはサイトに告知いたしますので、どう
ぞもう一度ごゆっくりご覧になってください。立
教大学ジェンダーフォーラムとWANは、これから
もこうした催しを企画してまいります。再びこう
して皆さまとご一緒できることを願って、本日の
公開討論会を終了いたします。ありがとうござい
ました。
境：ありがとうございました。これをもちまし 
て、公開講演会「フェミニズムが変えたこと、変
えられなかったこと、そしてこれから変えるこ
と」を終了いたします。本日は長時間にわたりご
参加いただき、ありがとうございました。

